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研究成果の概要（和文）：本研究は、ＩＣＦ（国際生活機能分類）基づいた介護技術の学習をより効果的に行う
ための指導法の開発を目的とする。
本研究では、３Ｄセンサーで取得した身体データを基に作成した３Ｄアニメーションを教材として用いるインタ
ラクティブ学習法を提案した。通常の動画と異なり、骨格投影やバイオロジカルモーション表現、視点の移動な
ど、教材に多様性が生まれ、スキルのみでなく、ルールや知識を発見・構築できる学習教材になり得る。

研究成果の概要（英文）： The purpose of research is to develop the method of teaching to do 
acquisition of nursing care technology on which ICF (international requirements of living 
classification) is based more effectively.  We proposed the interactive learning way which is used 
using the three-dimensional cartoon clip which was made based on the body data acquired by a 
three-dimensional sensor as learning material. The three-dimensional cartoon clip for these teaching
 materials is different from a usual video animation, and diversity can be the learning teaching 
materials which can be born and find a rule and knowledge, not only a skill and build in teaching 
materials such as a bones projection and a shift of a biological motion expression and a viewpoint.

研究分野：教育工学
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１．研究開始当初の背景 
生活機能（ＩＡＤＬ）が低下している人々
の評価のために作成されているＩＣＦ（国際
生活機能分類、2001 年）およびＩＣＦ-ＣＹ
（児童青年期版、2006 年）は細かな基準が
示されている。しかし、評価に対応した支援
策・支援技術は具体的には提示されていない。
支援組織（施設・学校など）や支援者（介護
福祉士や教員など）が個別に適切な対応策を
取ることになる。 
将来、専門職を目指す福祉系学生や特別支
援教育の学生にとっては、実践的・応用的な
生活支援技術の習得は容易ではない。臨地実
習で学習の深化はある程度図れるが、実際に
生活機能が低下している人々は多種多様な
状況にあるため、通常の授業（講義、演習）
でもより幅広く、より効果的に生活支援技術
の習得ができる指導法の開発が求められる。 
 
２．研究の目的 
総計 1424 にも及ぶＩＣＦ項目のうち「活
動と参加」を取り上げ、それぞれに対応する
生活支援技術の基本の習得を容易にし、かつ
技術を発展的に活用できるための指導法を
探ることを中心課題とする。基礎的な生活支
援技術とその応用に関する学習を支援する
ために、習得のプロセスや技術の特性を明ら
かにし､ＩＣＴを活用した有用な教材の作成、
効果的な指導法の開発を行う。 

 
３．研究の方法 
ＩＣＦの「活動と参加」の領域の支援には、
身体介護のみならず、コミュニケーションに
よる支援、心理的支援、社会的支援も大きな
ウェイトを占めている。 
介護福祉士養成課程の従来の教育課程で
はそれらの内容が分離され別科目として扱
われていたが、直近の教育課程改定（厚生労
働省）では、融合的に取り扱うことが求めら
れている。介護福祉士養成課程に関わる教員
は、それに対応するために指導法や教材を工
夫しながら学生教育に当たっているが、未だ
に試行錯誤が続いている状況にある。 

図１．ＳＲＫベースモデル 
 
本研究では、生活支援技術の習得の過程に
ＩＣＴ技術を導入し、介護者の動作をモーシ
ョン解析ツールで分析し、改善を必要とする
点などの情報を学習者が発見・解決できるシ
ステムを開発する（コミュニケーションプロ
セスの解析ツールとしても活用する）。併せ
て、「ＳＲＫ(スキル・ルール・知識）ベース
モデル」に沿って学習課題を多層化・細分化

し、それぞれに応じた教材の活用方法（ＩＣ
Ｔ機器の活用、協調型学習スタイルなど）の
有効性を検証する（図１参照）。 
 
４．研究成果 
４-１．３Ｄセンサーによる動作解析の検討 
介護動作（人体関節部）を３次元・時系列
データとして取得する方法として、Microsoft
社のKinect for Windows V2を援用するシステ
ムを検討した。Kinectの計測精度、性能およ
び最適な計測環境を確かめるための計測実
験を行ない、このシステムにより解析が可能
な介護動作の種類、介護実技環境（ベットや
介護機器、カメラの位置など）の整備、膝関
節角度や支持基底面積の推定方法などを検
討した（図２参照）。これにより、安全・安
心、合理的な介護技術が定量的に評価できる
こととなる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２．Kinectによる動作の定量的解析の例 
 
４-２．３Ｄアニメーションを用いた介護シ
ミュレーション教材の開発 
 介護者・被介護者双方に身体的負荷が少な
く、安全・合理的な介護を学習するシミュレ
ーション教材を開発した。 
 Kinect で取得したデータを用いて iPi 
Motion Capture（iPi soft 社製）で、介護動作
３種類×撮影方向（カメラ位置）３通り×技
術熟練度（ボディメカニクスの良否）２通り
の計18本の３Ｄアニメーションを作成した。
iPi Motion Captureをいろいろと操作すること
により、３Ｄアニメーションモデルの上肢や
下肢、体幹の移動や回旋などができ、最適な
介護動作を模索したり、敢えて不適切な動作
を行わせてみるなどのシミュレーションを
行うものである。また、骨格透視モデルへの
表示も切り替えられ、ボディメカニクスの理
解の促進に繋げられる（図３参照）。 



 
 
 
 
 
 

 
 
図３．iPi Motion Capture３Ｄアニメーション 
 
４-３．Unityによる３Ｄアニメーション教材
の開発 
統合３Ｄ環境エンジンとして知られてい
る Unity（Unity Technologies社製）で介護技
術の３Ｄアニメーション教材の開発を試み
た。Unity は開発の柔軟性や多様なプラット
ホームへの対応など、先に述べた iPi Motion 
Captureとは異なる。Kinectで取得したデータ
を用いて３Ｄアニメーションを作成するが、
その画像は即時提示される（フィードバッ
ク）システムとした（図４参照）。即時提示
される３Ｄアニメーションは身体の左右の
交替、動作の遅延、骨格モデルや関節モデル
への変換が可能となっておる。このような各
種のアニメーション効果が介護技術の学習
にどのように影響するかを調査した。その結
果、自身のボディイメージを「第三者的視点」
から捉えることができやすい学習者にとっ
ては、アニメーション効果が学習を促進する
ことが窺えた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図４．Unity ３Ｄアニメーションシステム 
 
４-４．関連する知見の点検 
その他、本研究に関連する課題として、以
下の２点を追加しておきたい。 
その１つは、Kinectデータのマイニング法で
ある。３Ｄアニメーションのキャプチャーデ
ータとしてだけでなく、身体の３次元・時系
列データとして有意味な情報を抽出するマ
イニング法を検索した。身体各部の運動の識
別には判別分析が有効ではあるが、さらに決
定木分析を行うことにより、身体・運動の系
としての特徴抽出ができることを確認した。 
また現在の３Ｄアニメーションはボーン
モデルと基盤として作成されているが、厳密
には関節構造（可動域）や筋骨格構造が反映

されなければならない。その様相を調査する
研究課題の一部として、二関節筋の共収縮運
動の計算モデルの構築にも取り組んだ。 
 
４-５．成果のまとめと今後の課題 
安価で簡便な深度センサーカメラである

Kinect を活用して、介護技術の学習教材とし
ての３Ｄアニメーションを２通り提案した。
今回の教材は学習者（介護者）自身の動作を
中心としたものであり、被介護者の状態は取
り入れていない。本研究の究極の目的である
コミュニケーションによる支援、心理的支援、
社会的支援には被介護者モデルの導入が必
要となる。その際、どのような被介護者モデ
ルを想定し、またどのような介護技術を展開
すべきかについて検討が行われなければな
らないと考える。 
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